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【基本理念】

「愛と誠の精神」

私たちは、
すべての人に感謝の気持ちをもって

奉仕いたします
また、

信頼される医療を提供するために
全ての専門職種による

チーム医療に万全を期します

【基本理念】
「地域と共に生き　地域と共に歩む」

私たちは、
すべての人に感謝の気持ちをもって

奉仕いたします
また、

信頼される福祉サービスを提供するために
全ての専門職種による
チームケアに万全を期し

その人らしい生活が育まれるよう
支援します

医療法人社団　帰厚堂 社会福祉法人　敬愛会
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私は、今の矢幅駅西口のケアセンター南昌の辺り

で生まれ、高校を卒業するまで矢巾町で暮らしてい

ました。大学を卒業した後は県立病院に30年、盛

岡赤十字病院に８年勤務して定年を迎え、今は、

生まれ育った地の南昌病院にお世話になっています。

私が物心付いたあたりの原風景から矢巾町が大

きく変わったように薬剤師の業務も物（医薬品）か

ら人（患者及び医療スタッフ）への対応と大きく変

化したので紹介します。

◎薬剤師業務の変遷
20世紀後半に多くの先輩薬剤師の努力により、

平成４年の医療法改正で、今まで医療の担い手は

医師、歯科医師、看護師などに限られた職種でし

たが薬剤師も医療の担い手として明記されるように

なりました。入院している患者さんへの服薬指導い

わゆる薬剤管理指導は昭和63年に入院調剤技術料

として新設され、平成６年に名称が薬剤管理指導

料になり現在に至っています。平成24年には全ての

入院患者が対象となる病棟薬剤管理業務が新設さ

れ、病棟担当薬剤師が１日の内４時間以上病棟に

関わる業務を行うことで認められました。

これらの業務が新設される前は、病院には外来・

入院の患者数に応じて算出される薬剤師数が病院

毎規定されており、経営上規定された人数以上の

薬剤師を採用する病院は僅かでした。今では、服

薬指導が必要と認められる患者に行う薬剤管理指

導料の算定、入院している全ての患者の安全安心

を確保するため病棟薬剤管理業務実施加算が出来

るため、経営上理解が得られ易くなりました。また、

病院の医薬品の安全を確保するには薬剤師の能力

が必要不可欠ということが認識され病院の薬剤師

も規定の人数より多く採用されるようになりました。

◎当院の薬剤科業務
当院の薬剤科は薬剤師を募集しても応募者がい

なかったので少数精鋭で業務を行っていました。少

ない薬剤師で変化していく業務に対応することは現

場から要望があっても実現できませんでした。業務

の中心は調剤業務で、定期薬の調整、一包化・ホ

チキス止め、簡易懸濁薬の処理などで精一杯で、

その他、関連施設の調剤も請け負っており調剤業

務が重要な仕事で占められていました。

◎これからの薬剤科
平成28年5月に薬剤師が１名増員し薬剤師６名、

薬剤助手１名の体制となりました。平成28年11月に

は待望の処方オーダリングが導入され、手書き処

方箋から電子化に移行しました。このことは薬剤科

業務に大きな変化をもたらし、以前取得していた薬

剤管理指導業務が復活しました。平成30年３月に

は薬剤助手１名が追加採用となり薬剤師が病棟で

の関わりを多く持つことが出来るようになりました。

今年の９月には病院機能評価も控えており院内の医

薬品の安全を確保するため７月に病棟薬剤管理業

務実施加算にもチャレンジしました。

我々病院に勤務する薬剤師は、薬剤管理指導業

務と病棟薬剤管理業務の施設基準を満たした業務

を行うことにより、今の病院薬剤師のスタートライ

ンに達したと思っています。

生まれ育った町の病院に勤務して

南昌病院　薬剤科長　蒲澤　一行
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職場紹介
介護予防の拠点！！

＝ 総合的な役割を担う 〜 地域の高齢者支援 ＝
矢巾町地域包括支援センタ－ 

当センタ－はケアセンタ－南昌の正面玄関から入り
1階の右奥になります。
高齢者への総合的な相談・支援の窓口です。
介護予防の拠点として、高齢者本人や家族からの相
談に対応し、介護・福祉・医療・健康・虐待防止など
必要な支援が提供されるよう調整しています。
矢巾町・医療機関・サービス提供事業者・ボランティ
アなどと協力しながら、地域の高齢者の様々な相談に
対応する総合的な役割を担っています。

メンバ－は所長（主任介護支援専門員）、保健師・社
会福祉士・介護支援専門員・認知症地域支援推進員（精
神保健福祉士）・事務の６名で構成されています。
朝のミーティング後は相談業務、訪問等、それぞれ
の持ち場へ。
さわやかハウス健康長寿課には認知症地域支援推進
員が１名常駐し、認知症相談を中心とした相談窓口と
なり、矢巾町のさまざまな認知症の支援の取り組みを
進めています。

年間を通しては
　◆ 矢巾町等ケアマネ・サ－ビス事業所合同連絡会
　◆ 地域ケア会議
　◆ ごきげんサロン
　◆ 認知症夜間相談
　◆ おれんじカフェ
　◆ 認知症サポ－タ－養成講座

などを実施しています。
また、毎年3月に開催している認知症セミナ－は講
師の方をむかえ、認知症について学びます。どなたで
も参加いただけますので是非参加してみてはいかがで
しょうか。

◇ホ－ムペ－ジ＆ブログを展開中です。
　チェックしてみてください。
　http://yahaba-houkatu.jp

　〈矢幅駅西口から南昌病院間〉無料シャトルバス運行時刻表
◎ 運行日／毎日 (祝祭日等を含む)

※の時刻は、土曜・日曜日及び祝祭日、運行休止となります。
注）運行時刻は、交通状況により、発着時間に遅れが生じる場合があります。

【往路】
〔ケアセンター

南昌〕 〔志和荘〕 〔悠和荘〕 〔南昌病院・
敬愛荘〕

※　８時１５分 〜 ８時２６分 〜 ８時２８分 〜 　８時３０分
１０時００分 〜 １０時１１分 〜 １０時１３分 〜 １０時１５分
１２時４５分 〜 １２時５６分 〜 １２時５８分 〜 １３時００分
１４時４５分 〜 １４時５６分 〜 １４時５８分 〜 １５時００分

※１７時３０分 〜 １７時４１分 〜 １７時４３分 〜 １７時４５分

【復路】
〔南昌病院・

敬愛荘〕 〔悠和荘〕 〔志和荘〕 〔ケアセンター
南昌〕

※　８時４５分 〜 ８時４７分 〜 ８時４９分 〜 　９時００分
１０時３０分 〜 １０時３２分 〜 １０時３５分 〜 １０時４５分
１３時１５分 〜 １３時１７分 〜 １３時１９分 〜 １３時３０分
１５時１５分 〜 １５時１７分 〜 １５時１９分 〜 １５時３０分

※１８時００分 〜 １８時０２分 〜 １８時０４分 〜 １８時１５分

毎日運行しています!!  〜 無料シャトルバス 〜

矢巾町地域包括支援センタ－
　（ケアセンタ－南昌1階）

☎019-611-2855

さわやかハウス相談室
　（さわやかハウス内）

☎019-697-5570
※認知症地域支援推進員
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国際宇宙ステーションにおよそ5ヶ月半滞在した宇宙
飛行士の金井宣茂さんが、現地時間の6月3日午後6時
39分、ロシアのソユーズ宇宙船で中央アジア・カザフス
タンの草原に着陸、無事に地球に帰還しました。金井
さんが地球から飛び立ったのは、本連載の2回目に話題
として取り上げた時なので、昨年の12月でしたでしょうか。
およそ半年間の宇宙滞在は、金井さん自身の想像も超
える身体機能の低下があったようで、現在、金井さん
はJAXA宇宙航空研究開発機構の施設でリハビリに取
り組んでおられるようです。

さて、前回までは、微小重力環境が生体にどのよう
な影響を及ぼすのか、その生理的変化について述べ
ました。人の機能を支える筋肉や骨、神経システムは、
重力を受けないことで様 な々衰えが生じることを知りま
した。そして、重力が存在するこの地球上においても、
何らかの要因によって安静臥床（あんせいがしょう：静
かに動かずに横になっている状態）が強いられると、
同じような生理的変化が生じることにも触れました。い
わゆる「廃用症候群（はいようしょうこうぐん）」と言わ
れるものがそれにあたります。
廃用症候群とは、病気やケガなどによる過度の安静や、
日常の生活において不活発な状態が続くことに伴って生
じる身体的・精神的諸症状の総称です。“廃用症候群”
は、いわば“生活不活発病”と同じ意味合いで、一般
的には後者の表現の方がイメージをしやすいかと思いま
す。リハビリテーション医療においては、この廃用症候
群をいかに防ぐかということが、重要なポイントの一つ

になります。
以下に、廃用症候群の中で、筋骨格系に見られる代
表的な症状を挙げ、その中身についてまとめたいと思い
ます。

「廃用性筋萎縮（はいようせいきんいしゅく）
による筋力・筋持久力低下」

人が運動や活動をするためには、それぞれの筋肉が
収縮（しゅうしゅく：ある一定の状態から筋肉が縮もう
とする働き。それによって力を発生する）することで各
関節が自由に動かせたり、固定できたりすることが必
要です。
安静や不活発な状態が続くと、筋肉の収縮機会が減
少します。筋肉は、収縮性の繊維状細胞である「筋繊
維（きんせんい）」で構成されますが、収縮機会が少な
い筋肉は筋繊維の萎縮や繊維数そのものの減少が生じ
ます。結果として筋力や筋持久力の低下が引き起こさ
れるわけですが、そのような状態を「廃用性筋力低下」
と言います。
筋力は、1週間の安静臥床でおよそ10～15％低下する
と言われます。組織学的には、筋繊維構成蛋白の減少
と合成能低下が特徴として挙げられます。
また、長期の安静臥床によって筋力が低下しやすい
のは、特に抗重力筋（図1）に顕著であると言われます。
因みに、一般的
には最大筋力の
20～30％の筋収
縮を発揮する運動
を行えば筋力は維
持され、30％以
上の筋収縮を発
揮する運動を行う
と増大するとされ
ます。

「廃用症候群」とリハビリテーション

「リハビリテーション」連 載
そ の 4

胸鎖乳突筋
脊柱起立筋

大殿筋

ハムストリングス

下腿三頭筋
（腓腹筋・
　ヒラメ筋）

腹直筋

腸腰筋

大腿四頭筋

前脛骨筋

図1　抗重力筋
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「骨萎縮（こついしゅく）」
骨は、体重負荷や運動による刺激（力学的負荷）を

受けることによって、細胞レベルでその量（骨量：こつりょ
う）が維持されています。逆に、安静臥床や不活発な
状態が続いて、骨に加わる力学的負荷が少なくなると、
骨芽細胞と言われる細胞の働きが弱くなり、骨量は減
少します。すなわち、骨粗鬆症化するということです。

また、カルシウム代謝に影響することも知られており、
安静臥床や不活発によって骨から血液中に遊離したカ
ルシウムは、尿中に排出（高カルシウム尿）され、腎、
尿路結石の原因になるといわれます。

骨量が減少すると、骨は弱くなり骨折なども生じやす
くなります。安静臥床や不活発な状態に伴って見られる
このような骨量の減少は、大腿骨（だいたいこつ：太腿
の骨）、脛骨（けいこつ：すねの骨）、踵骨（しょうこつ：
かかとの骨）など、特に、身体を支える役割を持つ骨
に顕著であると言われます。

従って、人体に加わる長軸方向の力（頭から足への
垂直方向の力）である重力をしっかりと受けること、即ち、
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さらに、皮下組織と皮膚がそれらの組織を包み込んで
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リハビリテーション連 載 そ の 4
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国際宇宙ステーションにおよそ5ヶ月半滞在した宇宙
飛行士の金井宣茂さんが、現地時間の6月3日午後6時
39分、ロシアのソユーズ宇宙船で中央アジア・カザフス
タンの草原に着陸、無事に地球に帰還しました。金井
さんが地球から飛び立ったのは、本連載の2回目に話題
として取り上げた時なので、昨年の12月でしたでしょうか。
およそ半年間の宇宙滞在は、金井さん自身の想像も超
える身体機能の低下があったようで、現在、金井さん
はJAXA宇宙航空研究開発機構の施設でリハビリに取
り組んでおられるようです。

さて、前回までは、微小重力環境が生体にどのよう
な影響を及ぼすのか、その生理的変化について述べ
ました。人の機能を支える筋肉や骨、神経システムは、
重力を受けないことで様 な々衰えが生じることを知りま
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廃用症候群とは、病気やケガなどによる過度の安静や、

日常の生活において不活発な状態が続くことに伴って生
じる身体的・精神的諸症状の総称です。“廃用症候群”
は、いわば“生活不活発病”と同じ意味合いで、一般
的には後者の表現の方がイメージをしやすいかと思いま
す。リハビリテーション医療においては、この廃用症候
群をいかに防ぐかということが、重要なポイントの一つ

になります。
以下に、廃用症候群の中で、筋骨格系に見られる代
表的な症状を挙げ、その中身についてまとめたいと思い
ます。

「廃用性筋萎縮（はいようせいきんいしゅく）
による筋力・筋持久力低下」

人が運動や活動をするためには、それぞれの筋肉が
収縮（しゅうしゅく：ある一定の状態から筋肉が縮もう
とする働き。それによって力を発生する）することで各
関節が自由に動かせたり、固定できたりすることが必
要です。
安静や不活発な状態が続くと、筋肉の収縮機会が減
少します。筋肉は、収縮性の繊維状細胞である「筋繊
維（きんせんい）」で構成されますが、収縮機会が少な
い筋肉は筋繊維の萎縮や繊維数そのものの減少が生じ
ます。結果として筋力や筋持久力の低下が引き起こさ
れるわけですが、そのような状態を「廃用性筋力低下」
と言います。
筋力は、1週間の安静臥床でおよそ10～15％低下する
と言われます。組織学的には、筋繊維構成蛋白の減少
と合成能低下が特徴として挙げられます。
また、長期の安静臥床によって筋力が低下しやすい
のは、特に抗重力筋（図1）に顕著であると言われます。
因みに、一般的
には最大筋力の
20～30％の筋収
縮を発揮する運動
を行えば筋力は維
持され、30％以
上の筋収縮を発
揮する運動を行う
と増大するとされ
ます。

「廃用症候群」とリハビリテーション

「リハビリテーション」連 載
そ の 4

胸鎖乳突筋
脊柱起立筋

大殿筋

ハムストリングス

下腿三頭筋
（腓腹筋・
　ヒラメ筋）

腹直筋

腸腰筋

大腿四頭筋

前脛骨筋

図1　抗重力筋
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スタッフ紹介
私の仕事は……

生活を再構築するお手伝い
＝ 介護が必要になった方と、そのご家族へ ＝

ケアセンター南昌内にある介護老人保健施設「博
愛荘」支援相談員の小泉進と申します。最近よく言
われますが、あの政治家とは縁もゆかりもございません。
医療法人社団帰厚堂に入職し、今年度で13年目に

なります。南昌病院に相談員として入職し、併設の介
護老人保健施設敬愛荘を経て、平成28年から現在
の博愛荘に勤務しています。
私が勤務する介護老人保健施設とは、「在宅復帰」

と「在宅療養」の支援をすることが役割となっていま
す。つまりは何らかの理由で要介護状態となり、リハ
ビリが必要な方々が入所し「自宅に戻ること」と「自
宅での生活を長く続けること」を目的にサービスを提
供しています。
支援相談員という職種は一般的には聞き慣れない

かもしれません。よくケアマネジャーと間違われ、手っ
取り早く理解していただくのに「似たようなものですね」
と言ってしまいますが、当施設への入所を検討する方々
と最初にコンタクトを取り、入所から退所までの支援
をしています。
利用相談の受付をするのですが、単に要望をお聞

きするだけではなく、その方々がどのような生活を望
んでいるのか、それに私たちの施設がお役に立てる
かを一緒に考えていきます。初めて介護保険サービス
を利用する方もいますので、出来る限り分かりやすい
説明をして、今後の生活をイメージできるようにと心
掛けています。
当施設に申し込むご家族の中には、「施設に預ける

ことは本人に申し訳ない。」「家で過ごさせてあげた

いけど、仕事も育児もあるし…」
と後ろめたさを抱えている方も多
くいますが、受付の際のやりとり
で、当施設や当センターのサービスを利用しながらの
生活スタイルを提案すると「もう家に帰るのは無理か
と思っていたけど、この方法なら何とかなりそうです。
やってみたいと思います。」と言っていただける方もい
ます。その時のご家族は迷いが晴れたような表情を
されることが多く、その時までの葛藤や悩みが多かっ
たのだろうなと感じる瞬間です。
数えたことはありませんが、これまで数百人の方々
と面接を行い、その方々の人生に関わることをしてき
ました。病気や怪我、加齢等でこれまでの生活が難
しくなってしまった時に出会う仕事なので、私の仕事
は要介護になった方とその家族の生活の再構築のお
手伝いだと思っています。いつか「小泉さんに言えば
何とかなるっけ！」と地域で評価される相談員になれ
るよう、これからも真摯に仕事に向き合っていきたい
と思います。

介護老人保健施設
「博愛荘」
支援相談員
小泉　進

一人ひとりに合った支援　リハビリテーション

専門スタッフがチームを組んで集中的にリハビリを実施
365日リハビリテーション提供！！（回復期リハビリテーション病棟・地域包括ケア病床）

● 南昌病院　● 敬愛荘　● 博愛荘　● 訪問リハビリテーションこずかた……
リハスタッフ総勢83名（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）、（ほかに臨床心理士）
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施設から各
ケアセンター南昌での主な取組みについて（H30.4 〜 6）

【今も昔も花ざかり】（博愛荘）
　地域の方にいただいた芍薬などの花で荘内を花で飾りました。生け花が趣味
という利用者さんを中心にテーブルに新聞紙をひき、花を広げて生け花スタート！
濃紫や白やピンクの美しい花々を前に「『立てば芍薬、座れば牡丹、歩く姿は
百合の花』って言うんだよねぇ～。」などと話されながら枝を整えたり、思い思
いに花を生けておられました。このつぼみはいつ頃咲くのか、どの色の花が好
きかなど、話題が尽きることなく、しばらく花の話題で盛り上がってみなさんい
い笑顔。一方、ベランダでは、職員・利用者が話し合って決めた野菜の苗が育っ
ています。今年は、きゅうりとトマト、蕪などを植えました。
　成長と収穫を楽しみに、毎日水やりと観察を行なっています。植物からもらう
パワーには特別なものがあります。日々の生活をいきいきと送ることができるよ
うなこのような取り組みをこれからも続けていきたいです。

【誕生会】（博愛荘・敬寿荘）
【4月誕生会】
　インフルエンザが流行したため、お誕生会は芸達者な
職員たちによる、職員対抗大相撲大会を開催しました。新人もベテランも
みな真剣に、顔色を伺うことなく日頃のうっぷんを晴らすように、とり合っ
ていました。優勝者はまさかの新人介護士にみな驚き、周りで観戦、応援
していた利用者も職員と一緒に大笑いしていました。

【5月誕生会】
　毎年恒例で、こずかた保育園児による歌と踊りのお遊戯を披露してもら
いました。今年度に年長となった園児達は、先生の進行に合わせて立派に
踊っていました。子供たちの成長した姿に、利用者もとても喜び、中には
手拍子しながら涙を流す方もいて、ほっこりとした誕生会となりました。

【敬寿荘】
　グループホーム敬寿荘では、入居者一人一人の誕生日の日にささやかでは
ありますが、お誕生日のお祝いをしています。お昼のメニューは誕生者の
希望のメニューを作り、おやつの時間に職員のセンスが光る！？手作りケー
キやお菓子、メッセージの書かれた色紙を用意し、入居者・職員一緒に家
庭的な誕生会をおこなっております。

【チャグチャグ馬コ】（ケアセンター南昌）
　毎年恒例のチャグチャグ馬コが今年も来てくれました。様々な装飾品で
着飾った姿をみると、利用者からは「じゃじゃじゃおっきーこど」「いっペー
着飾っているこど」などの声が聞かれ、保育園の園児からは「大きいね!!」「お

鼻がチクチクしているね」「鈴がたくさん
ついてるね！」と子どもながらのつぶやき
も聞こえました。
　なんと、偶然にも同じ名前の園児がい
て共演することとなりました。最初は怖がっていましたが、お馬さんの背中に乗る
と、嬉しそうに手を振って、最後はとっても仲良しになりました♪
　また、今年は高橋町長もおこしいただき、挨拶のときには、町長の質問に馬コ
が答え会話をする奇跡が起きるなど、和やかな楽しいイベントとなりました。

4月誕生会

5月誕生会

敬寿荘 誕生会
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【利用者の皆さんの作品づくり】
（デイサービスつむぎ・博愛荘デイケアセンター）

【デイサービスつむぎ】
　以前出品した壁画が「月間DAY」7月号に掲載され、入賞しました。
つむぎで力を入れている、ペーパークイリングというクラフトの方法で作っ
た作品です。いただいた商品券は新たな作品作りの資金とさせていただ
きたいと考えています。これを励みに今後も作品作りを通して、利用者
とかかわり、楽しんでいきたいと思います。＊以下は掲載された講評です。
評：繊細で細部まで丁寧に工夫を凝らして作られています。
深みのある色をちりばめることで生まれる落ち着きのある華やかさが魅力ですね。皆さまの毎日を見守る看板です。

【博愛荘デイケアセンター】
　デイケアセンターでは、利用者がそれぞれ文化祭での作品作りに取り掛かっています。
昨年の作品を一部紹介いたします。
　①お花紙を丸めて作成した朝顔とひまわりの貼り絵
　②紙スプーンに色を塗り細かく切って作成した貼り絵
　③刺し子
　他にも、編み物、縫い物、塗り絵、チラシ箱作りなど
どれもすばらしい傑作です！！また、今年はフェルトのバッ
グ作りに挑戦したり、毎月1回先生をお呼びしてちぎり絵
の作成など去年の作品を越えようと限られた時間の中で取り組んでいます。
　このような制作活動は、利用者の目標や目的に合わせた活動の場を提供する事で日中の
活動性や意欲の向上など、生活の質をより高められる時間となり、利用者の自己表現・自己実現の機会となる為、全
員が意欲的に参加出来るよう支援しています。
　今年の作品は文化祭当日までのお楽しみとなりますので、是非見にいらしてください！（文化祭予定日10/13）

【ふれあい看護体験】（博愛荘）
　5月10日ふれあい看護体験として、白百合高校から2
名の生徒が体験学習に来ました。ベテランのスーパー看
護師である川戸総看護師長から介護施設での看護師とし
ての仕事を学び、体験学習では日常の介護業務のほかに、
血圧測定や手浴などを体験しました。
　真剣にそして楽しんで取り組んでいました。看護師となって戻ってきてもらうことを
望みながら、未来の看護の卵に希望をもつことができる一日となりました。

【菜の花鑑賞会 5月15日（火）】（こずかた保育園）
　4・5歳児43名で、菜の花畑に行ってきました。黄色い絨
毯の中に入り探検したり、背比べをしたり、チョウやハチな
どの色々な自然の仲間たちに出会うことができました。慣れ
てくると畑中を走り回ったりと自然を満喫し、最後はみんな
で南昌山に向かって「ヤッホー」と呼び掛け、楽しいひと時
を過ごしました。

【矢巾町消防演習 6月10日（日）】（こずかた保育園）
　曇り空の中、矢巾町内７園の年長児が岩手県消防学校で「江戸火
消しこ組出動」の演技を披露してきました。たくさんの観客の中、
こずかた保育園の「敬礼！」の号令で、色とりどりのポンポンを持ち、
元気なお遊戯を披露してきました。矢巾町長さんをはじめ、多くの
皆さんからたくさんのお褒めの言葉をいただきました。
　また、幼年消防クラブの一員として「火遊びをしません！」と防
火の約束をしました。

各施設から

❶

❷

❸
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【ケアセンター南昌研修会】
　ケアセンター南昌では、職員のスキルアップや、職員の安全管理のために、各月のテーマに沿った研修会を実施
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お招きし開催しております。
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われる報酬のことです。また、事業所のサービス提供体制や利用者の状況に応じて
加算・減算される仕組みになっています。改定は原則3年に一回行われる。※年度
途中での改定もある。
《平成30年度の介護報酬改定の重点は？》
　国民１人ひとりが状態に応じた適切なサービスが受けられるよう、質が高く効率
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◎6月22日（金）18：00～19：00「認知症サポーター養成講座」　参加者：63名
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多数誕生しました！サポーターの目印は「オレンジリング」ですので、
職員の手元・ネームプレート付近にご注目下さい。（研修委員K）
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　曇り空の中、矢巾町内７園の年長児が岩手県消防学校で「江戸火
消しこ組出動」の演技を披露してきました。たくさんの観客の中、
こずかた保育園の「敬礼！」の号令で、色とりどりのポンポンを持ち、
元気なお遊戯を披露してきました。矢巾町長さんをはじめ、多くの
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各施設から

志和荘 特別養護老人ホーム：常に介護が必要で自宅では介護ができない方が対象の施設です。施設紹介

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【お花見弁当】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　5月10日（木）春のお食事会を行ないました。３階の地域交
流センターに集まり、いつもよりちょっぴり豪華なお弁当で楽
しみました。
　テーブルに飾られた菜の花を愛でながら、お花の形のつみれ
や梅しらすご飯といった春を感じる食事をして、目でも舌でも
春を満喫していました。
　食事が終わり、皆さんお待ちかねのカラオケです。あやめ町の高橋さんは『さざんかの
宿』・ききょう町の田村さんは職員と『北空港』をデュエットしました。どちらも変なバック
ダンサーを従え、自慢の声を披露してくれました。
　桜の時期は過ぎてしまいましたが、これから色々な花が咲きます。皆さんも元気いっぱ
い、あと一花も二花も咲かせましょう～！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【三寿司志和荘店】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　5月24日（木）三寿司志和荘店が開店しました。三寿司さんのご厚意で、
毎年この時期にプロの職人さんが来て美味しいお寿司を握ってくれます。
　寿司桶に入ったウニ・マグロ・エビ・ホタテ…どれも美味しそうに輝い
ています。まさにお寿司の宝石箱や～（すみません、あまりに美味しそうな
お寿司に我を失ってしまいました！）おかわりも自由で、「やっ
ぱり三寿司と行ったら納豆巻！」と注文する方や、一度ならず二
度三度とおかわりをする方もいました。

　三寿司志和荘店は、皆さんとても楽しみにしている行事の一つです。来年も是非是非来
て下さい。お待ちしていま～す！

【チャグチャグ馬コ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　6月4日（月）岩手の初夏の風物詩・チャグチャグ馬コが志和荘
に来ました！色鮮やか・豪華絢爛の装束を身にまとい、チャグ
チャグと鈴の音を鳴らしながら歩く姿を見て皆さん喜んでいまし
た。雫石あねっこの踊りを「う
わ～凄い！」「上手いもんだな
～！」と見物し、途中職員や実
習生も加わりながら見よう見真
似で踊りました。

　チャグチャグと去って行く後ろ姿を見ながら、「来年
もまた来いよ～！」と話していました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【ありがとうございます！ボランティアさん♥】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　『さくらの船の会』のボランティアさんは、毎月第2・4木曜日に来荘されます。第2木曜日は書道サークル・第4木
曜日はなごみ茶屋をお手伝いしていただいています。書道サークルでは、会場準備や用具の準備をしていただきま

す。入居者さんは書いた作品をボランティアさんに褒められ、とても嬉しそうに笑っていま
す。職員が褒めた時よりいい顔をするような気が…。
　なごみ茶屋では、コミュニケーションを取りながらケーキやコー
ヒー等を運んでもらったり洗い物をしてもらったりします。
　ボランティアさんとふれあう事で、新しい刺激を受け楽しいひと
時を共に過ごせる喜びを感じています。
　さくらの船の会の皆さん、お忙しい中志和荘にお越しいただき、
ありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【法人研修】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　月に1回（主に第３木曜日の午後）、社会福祉法人敬愛会の
職員を対象とした法人研修会を実施しています。『感染症に
ついて』『職員のメンタルヘルスについて』『リスクマネジメ
ントについて』など、内容は多岐に渡っています。
　4月は日本赤十字病院の小田切宏恵さん・泉田未奈さんを
講師に迎え『看取りについて』学び、5月は南昌病院 医療安
全管理主任専門員の吉田優さんを講師に迎え『感染症につい

て』学びました。その道の専門の方の話を聴く事で、より深く理解する事ができました。
　多くの知識や技術を身に付け、より良いケアが出来るように頑張って行きたいと思います。



　ちゃ～ぐ、ちゃ～ぐ、う～ま～っこや～♪シャンシャンと鳴り響く鈴の音色に「何が来たんだ？」と気になる皆さん、
馬コ来ましたよ～！この笑顔！歌と踊り最高！！ん？右側…施設長も踊っている！！！

　今年度第１回目の「火災避難訓練」と、初の「土砂災害における隣接施設への移送訓練」を実施しました。
　万が一の火災や大雨による土砂災害に備え、職員が入居者を安全に避難誘導・移送できるよう一つ一つの動作と全体
の流れを確認しました。課題もありましたが慌てず急がず、且つ安全迅速に行動できるよう、これから先の訓練に学ん
だ事を活かして行きたいと思います。

　名前は村田光宏、羊年生まれ
です。今は悠和荘花壇の成長を
見るのが楽しみです。スイカ、
枝豆、落花生、食用ほおずき…、

皆で食べるのは
もっと楽しみで
すね！
　よろしくお願
いします。

施設長：「悠和荘の畑に植えたいものはありますか？」
入居者：「やっぱり花より食べ物だね～！」

毎年、悠和荘の花壇整備をしてくれています。
毎年ありがとうございます。お花に皆さん大喜びです。

　運動会になると皆さんいつもと違い、普段の倍速
で車椅子を駆動する入居者が！！気合十分！！

社会福祉法人敬愛会の通所介護事業の終了について
　平成３年の開設以来、27年余地域の皆様に介護サービスを提供する通所介護事業を続けてまいりましたが、平
成30年７月31日をもちまして、事業を終了する事になりました。建物は改築されて、特別養護老人ホーム悠和荘
の長期入所８部屋に生まれかわります。長年にわたり賜りました皆様のご芳情に謹んで御礼申し上げます。

敬愛会老人デイサービスセンター所長  村田光宏・職員一同
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悠和荘 地域密着型介護老人福祉施設：地域密着型の施設です。入所は矢巾町の方限定ですが、短期
利用はどちらの方でもご利用できます。先ずはご相談を！施設紹介

4月から悠和荘の施設長が変わりました 4月18日 入居者と意見交換会

5月12日 南昌やまゆりの会の皆さんによる花壇整備 5月24日 悠和荘対抗☆大☆運動会

★6月6日 チャグチャグ馬コ来荘

★6月14日 火災避難訓練・土砂災害時の隣接施設移送訓練
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各施設から
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　5月24日（木）三寿司志和荘店が開店しました。三寿司さんのご厚意で、
毎年この時期にプロの職人さんが来て美味しいお寿司を握ってくれます。
　寿司桶に入ったウニ・マグロ・エビ・ホタテ…どれも美味しそうに輝い
ています。まさにお寿司の宝石箱や～（すみません、あまりに美味しそうな
お寿司に我を失ってしまいました！）おかわりも自由で、「やっ
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度三度とおかわりをする方もいました。

　三寿司志和荘店は、皆さんとても楽しみにしている行事の一つです。来年も是非是非来
て下さい。お待ちしていま～す！

【チャグチャグ馬コ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　6月4日（月）岩手の初夏の風物詩・チャグチャグ馬コが志和荘
に来ました！色鮮やか・豪華絢爛の装束を身にまとい、チャグ
チャグと鈴の音を鳴らしながら歩く姿を見て皆さん喜んでいまし
た。雫石あねっこの踊りを「う
わ～凄い！」「上手いもんだな
～！」と見物し、途中職員や実
習生も加わりながら見よう見真
似で踊りました。

　チャグチャグと去って行く後ろ姿を見ながら、「来年
もまた来いよ～！」と話していました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【ありがとうございます！ボランティアさん♥】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　『さくらの船の会』のボランティアさんは、毎月第2・4木曜日に来荘されます。第2木曜日は書道サークル・第4木
曜日はなごみ茶屋をお手伝いしていただいています。書道サークルでは、会場準備や用具の準備をしていただきま

す。入居者さんは書いた作品をボランティアさんに褒められ、とても嬉しそうに笑っていま
す。職員が褒めた時よりいい顔をするような気が…。
　なごみ茶屋では、コミュニケーションを取りながらケーキやコー
ヒー等を運んでもらったり洗い物をしてもらったりします。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【法人研修】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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職員を対象とした法人研修会を実施しています。『感染症に
ついて』『職員のメンタルヘルスについて』『リスクマネジメ
ントについて』など、内容は多岐に渡っています。
　4月は日本赤十字病院の小田切宏恵さん・泉田未奈さんを
講師に迎え『看取りについて』学び、5月は南昌病院 医療安
全管理主任専門員の吉田優さんを講師に迎え『感染症につい

て』学びました。その道の専門の方の話を聴く事で、より深く理解する事ができました。
　多くの知識や技術を身に付け、より良いケアが出来るように頑張って行きたいと思います。



　中央消防署中野出張所員3名の立会いのもと、日中想定の避難訓練を実施
しました。当日は地域住民3名の参加と協力を受け、利用者15名無事に屋外
へ避難することができました。
　講評として「良く出来たと思いますが、実際に火事がおきて熱い煙を吸う
とどうなりますか？」と利用者さんへ質問がありました。喉が火傷をするな
ど呼吸ができなくなるので、タオルやハンカチなどで自分の口を守って下さ
いと助言を受けました。
　避難訓練に引き続き、AEDの研修を行ないました。初めにAEDとは…の説明後、実際に
AEDを使い使用方法等について学びました。消防署員より「呼吸がない時は迷わずAED
を使ってください。電気ショックが必要かどうかはAEDが判断してくれるため、心臓マッ
サージ（１分間に120回）も行ない、命を救うために行動してほしいと話しがあり、職員も
改めて勇気ある行動が必要であることを再認識しました。

今年の夏祭りは8/18(土 )13時から!!みなさんぜひ
遊びに来てください!!金魚やアヒルの人形すくいもあるよ（^^）

　昨年に引き続き、今年も利
用者と職員で雑巾を縫いまし
た。4月上旬、恒和荘を代表し
て利用者、職員計4名で山王小学校、城東小学校、山
王センターへ各30枚づつ贈呈に行きました。地域の
方々に少しでもお役に立つことが出来れば…という気
持ちでコツコツと作りました。中には縫い目が不揃い
のものもありましたが、手作りの雑巾1枚1枚には心が
込もっていて温かみがある
ように思います。
　小学校、中学校では校
長先生と少しの時間交流
することができ、地域との
つながりの大切さを再認
識する機会となりました。

　５月のお茶会は、盛岡二
高のマンドリン・ギター部
による演奏でした。なつか
しい曲を含めて10曲程で
皆様聴き入っていました。
特に「水戸黄門のテーマ
曲」や「青い山脈」のとき
には口ずさんでいました。合間には曲にまつわるクイズも
あり楽しんでいました。20名程の生徒方の若いパワーに
圧倒されながらも、楽しいひとときを過ごしました。
　６月のお茶会ではご近所の方による折り紙講座とカラ
オケを行ないました。
●お茶会は毎月第４土曜日の14時から開催しておりま
す。一緒に楽しんで下さるボランティアさんも募集して
おります。

　4月20日北上展勝地へお花見に行って来ました。当日は天気に恵まれ行楽日和ということもあって、現
地は観光客も多く、にぎわいを見せていました。そのような雰囲気の中、桜はちょうど満開になろうとして
いて、8分咲きといった感じだったでしょうか。お花見に設定した日程も良かったです。展勝地では桜並木
を散歩したり、直接桜に触れてみたり、猿まわしの芸を見ることもできました。

　実際に自分の目で見たり触れたりすることは写真やテレビの画面で見る以上の感動や喜びがあると感じました。その
後、花巻まで移動し、金婚亭にて昼食を食べました。いつもと違った雰囲気の中で食べる食事は格別な味がしたと話して
いました。新緑とお花の美しい4月に自然とのふれあいができて、本当に良かったと喜んでいました。
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避難訓練を行いました

各施設から

恒和荘
小規模多機能型居宅介護事業所：小規模な住宅型の施設で、通いのほか、訪問、短期間の宿
泊などを組み合わせて食事、入浴などの介護や支援が受けられる施設です。盛岡市在住者
が対象です。

施設紹介

　地域に雑巾を贈呈

今年も展勝地に行って来ました！

♪♪ お茶会へどうぞ ♪♪
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《グループホームケアの「有効性」について》
厚生労働省29年度老人置けん健康増進推進事業

「ゆとり 2018 5･6月号より」
認知症グループホームにおけるグループホームケアの効果に関する調査研究事業の結果報告より。

①新規利用者はBPSD、介護負担度、生活の質のいづれもが
改善された。

②既存入居者（3ヶ月以上入居継続）はBPSD、介護負担度、
生活の質ともに良好な状態を維持しているという画期的な
研究成果がでたとのことでした。

◆画一的なケアではなく本人の意思やニーズ状態に応じたケア
◆自立支援の観点から出来る事は自ら行なってもらう能力保

持のケア
◆各人の個性や価値観、生活リズムを尊重し、これまでの生

活スタイルを継続したケア
◆職員と利用者のコミュニケーションを重視したケア
◆地域事業への参加、連携等の実践が成果に繋がったと報告

されています。
　若園荘の実践も標記ケアに向け再確認していきたいと思い
ます。

～バイタルサインの測り方の研修に参加して～
　介護職に就き5カ月と日の浅い私は、利用者の体調を
知る上で一番基本となるバイタルサインの測り方を詳しく
知りたくて参加しました。
　バイタルはいつも血圧計で脈拍を測りますが、今回は
参加者同士指で測ってみました。この方法での測定の経
験は乏しく、自分の脈拍はわかっても他者の脈はわかりに
くかったです。手動式の血圧計は心臓の高さにあわせて
測る事を知りました。
　また、質問の中で血圧を測れない状態になった時に、
自分の判断で行動するのではなく、担当の医療機関に報
告し指示を仰ぐことが大切であることと血圧計もメーカー
により使い方が違うので説明書に目を通し正しい使い方
を周知しておく必要があるのではないかと感じました。
　そして日頃から、利用者の様子を観察し、いつもと違
う事に気付いて行動する事が安全安心につながり、だか
らこそ正しくバイタルを測る必要があることを感じました。
※バイタルサインとは「生命徴候」のことで、「脈拍」「呼吸」

「体温」「血圧」「意識レベル」の５つが基本となっています。
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援、機能訓練が受けられる施設です。盛岡市在住者が対象です。施設紹介
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　昼食前に食堂でDVDを使って体操を行っています。体の体操や口腔体操を３種類行っています。体操に参加し
ている利用者は、テレビや職員を見ながら真剣な表情で取り組み、体全体を動かしています。時々居眠りしている
利用者もいますが職員が声掛けしながら動ける範囲で楽しく行っています。
　体操の中には声を出す場面もあり、食堂に利用者の明るい声が響いています。その後に歯科衛生士による口腔体
操を行います。「パタカラ」の発声や舌の体操を行い嚥下機能の維持を目指しています。この時童謡をみんな笑顔で
大きな声で歌っています。

　午後は、各チームでレク活動や機能訓練などを行っています。レク活動では塗り絵等利用者自身がやりたいこと
を会話をしながら行っています。また、夕方頃より輪投げや物送りゲームなど日替わりで集団レクを行っています。
普段は仲良く話している利用者同士も勝負事となると真剣に対戦しています。機能訓練では、食堂にある平行棒や
歩行器等を使用して歩行練習を行ったり、屋外の散歩などを行っています。
　毎日の生活の中で体操や機能訓練を行うことで摂食嚥下機能や歩行機能の維持を目指し全職員が協力して関
わっています。
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各施設から

　５月16日、白百合グループの方々が来荘され花の種蒔きをしました。土をポットへ入れ、種を蒔き土をかけました。
種を蒔きながら「土はこれくらいでいいの？」、「花が咲くのが楽しみだね」と利用者同士で
話しあったり、職員やボランティアさんと会話しながら作業しました。
　利用者全員が手際良く行えるわけではなく、片麻痺の利用者にはポットを押さえるなど利
用者ごとに難しい部分を手伝い、土を移したり種を蒔くのは利用者に行ってもらうことで、
少しでも達成感を感じてもらえるように職員、ボランティアさんが関わりました。
　今回蒔かれた種はボランティアさんに育てていただき６月下旬に花壇への花植えを行います。
花が育ち利用者の植えた花で花壇が彩られるのが今から楽しみです。

　４月～６月の誕生者をお祝いする誕生会ではボランティアによる余興が行われ、笑顔で盛り上がりました。４月は
白百合グループ、５月はふどうこども園の皆さんが来荘、歌や踊りなどの余興でお祝いし、６月も職員が心を込めて
お祝いしました。誕生日を迎えた皆さん本当におめでとうございます。いつまでも元気でお過ごしください。

花の種蒔き

施設の生活　～ある日の風景～　

敬愛荘 介護老人保健施設：病状が安定し、リハビリに重点をおいた介護が必要な方が対象の施設で
す。入所等の相談は気兼ねなく支援相談員までご連絡ください。施設紹介
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南昌病院 医療・保健・福祉の三位一体となった総合施設の中核をなす医療施設。リハビリに積極的に取
り組みチーム医療のもと、早期在宅復帰を支援する施設です。一般診療も受け付けています。施設紹介

入院中の認知症症状のある人のケア
　-「認知症高齢者の看護実践に必要な知識について」の研修から-

熱中症になったなら！！
　＝岩手県主催の岩手県健康セミナー〈熱中症対策〉を受講して＝

南昌病院　一般病棟　主任看護師　中村 一美

グループホーム敬寿荘　介護福祉士　佐藤 淳司

　多職種連携をメインとして地域包括ケアシステムの構築が
進む中、医療機関で働く看護師にとっての役割について考え
てみました。
　現在、病院に入院する高齢の患者さんには、主たる病気での
入院治療を目的のほかに、認知症症状のある患者さんが多く
なってきている現状があります。認知症の症状には、さまざま
な症状が有ることから実際に患者さんのケアをするには、その
症状に合わせ多様な対処が求められるなど難しいことがありま
す。その難しさを少しでも乗りこえて一人でも多く在宅復帰す
ることが出来る看護がしたいとの思いから、研修に参加してき
ました。
　今回、私が研修会に参加する機会を得た中で「パーソン・セ
ンタード・ケア」について述べたいと思います。「パーソン・
センタード・ケア」とは、「その人を中心としたケア」というこ
とで、そのケアには、認知症の人とのコミュニケーションが、
もっとも大事で「話しかける」ことが大きなポイントになると
いうことでした。そのポイントとは
1 ｢あなた｣ を認識してもらう
●その人の視界に入りましょう、（マスクをはずして笑顔で）

2 目を合わせる
●鼻と鼻の高さ、視力やパーソナルス
ペース（来てほしくないエリア）に配
慮しましょう

3 話しかける
●名前を呼ぶ、やさしくゆっくり、身振り手振りでいきま
しょう

4 許可をとりましょう
5 分かろうとしましょう
　認知症の人には、意思も経験もあります。認知症の人の見
ている世界があるということを理解した上での対応が「パー
ソン・センタード・ケア」であることを学びました。また、認
知症の方は、入院中に毎日関わる看護師の言動や対応の仕方
によってそのときの思いを態度に表しているとのことです。
翻ってみれば「認知症の症状のある人の行動は、援助者である
看護師の鏡である」ということを改めて教えられた気がしま
す。このことを重く受け止めて患者さんと家族に、真摯な気
持ちで関っていきたいと改めて肝に銘じることができた研修
でした。

　6月14日（木）岩手県主催の岩手県健康セミナー〈熱中症
対策〉～この夏、元気に楽しく過ごしましょう～と題して、健
康セミナーが行なわれました。
　講演では、トヨタ自動車産業医として社内の健康管理を
行っている漆山裕希先生の取組事例と盛岡中央消防署の救命
救急士、夏堀卓先生による応急手当のポイントなどを講義し
ていただきました。
　その中から、ポイントとなる点を紹介したいと思います。

【熱中症はどんな時どんな人がなるか】
　熱中症は、汗をかくなどして、身体から水分や塩分が減少
し、熱が身体にこもるなどして起ります。そのため特に、季節
の変わり目で急に暑くなったり、湿度が高くなったりする日
が要注意です。
　そして高齢者は、体内の水分量が
低い、体温調節機能が低下している、
暑さに対する感受性が低い、などの
特性があり特に熱中症になりやすく
なっています。
　さらに一日中一人で部屋にいるこ
とも多いため、熱中症にかかってい
ることに気付かれず重症化すること
も少なくありません。

【熱中症になったら】
　熱中症は重症度に応じて3段階に分類さ
れます。

［Ⅰ度］めまい、立ちくらみ、大量の汗、こむら返りなどの筋肉
の硬直などの症状

⇒現場での冷所で安静・首筋、わきの下、そけい部を冷やす・
冷水、イオン飲料、経口補水液や塩分のあるものを与える。
といった対応が必要です。

［Ⅱ度］頭痛、嘔吐、倦怠感、集中力や判断力の低下などの症状
⇒医療機関での診察が必要。体調管理、安静、十分な水分と
　塩分（ナトリウム）の補給

［Ⅲ度］医療機関の検査で、意識障害・けいれん発作・肝、腎
機能障害・血液凝固異常などが認められた場合。

⇒入院加療（集中治療）が必要。体温管理、呼吸・循環管理治療
【熱中症を防ぐには】
◎寝不足や疲労はしていないか、食事はとったかなどの体調管
理とともに、のどが渇く前にこまめに給水、塩分補給をする。
◎日射や熱を避ける工夫をする。
◎室内では風通しを考える、エアコンなどで室内環境を整え
る。手元に水を置き定期的に口にする習慣をつける。

※日常生活では、大量に汗をかいていない場合でも、こまめに
水分を補給することが大切です。これからの暑い季節をお
互いに声を掛け合い安全に過ごしましょう。

敬寿荘 グループホーム：認知症の高齢者が共同で生活できる場（住居）で、食事、入浴などの介護や支
援、機能訓練が受けられる施設です。矢巾町在住者が対象です。施設紹介　昼食前に食堂でDVDを使って体操を行っています。体の体操や口腔体操を３種類行っています。体操に参加し

ている利用者は、テレビや職員を見ながら真剣な表情で取り組み、体全体を動かしています。時々居眠りしている
利用者もいますが職員が声掛けしながら動ける範囲で楽しく行っています。
　体操の中には声を出す場面もあり、食堂に利用者の明るい声が響いています。その後に歯科衛生士による口腔体
操を行います。「パタカラ」の発声や舌の体操を行い嚥下機能の維持を目指しています。この時童謡をみんな笑顔で
大きな声で歌っています。

　午後は、各チームでレク活動や機能訓練などを行っています。レク活動では塗り絵等利用者自身がやりたいこと
を会話をしながら行っています。また、夕方頃より輪投げや物送りゲームなど日替わりで集団レクを行っています。
普段は仲良く話している利用者同士も勝負事となると真剣に対戦しています。機能訓練では、食堂にある平行棒や
歩行器等を使用して歩行練習を行ったり、屋外の散歩などを行っています。
　毎日の生活の中で体操や機能訓練を行うことで摂食嚥下機能や歩行機能の維持を目指し全職員が協力して関
わっています。
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各施設から

　５月16日、白百合グループの方々が来荘され花の種蒔きをしました。土をポットへ入れ、種を蒔き土をかけました。
種を蒔きながら「土はこれくらいでいいの？」、「花が咲くのが楽しみだね」と利用者同士で
話しあったり、職員やボランティアさんと会話しながら作業しました。
　利用者全員が手際良く行えるわけではなく、片麻痺の利用者にはポットを押さえるなど利
用者ごとに難しい部分を手伝い、土を移したり種を蒔くのは利用者に行ってもらうことで、
少しでも達成感を感じてもらえるように職員、ボランティアさんが関わりました。
　今回蒔かれた種はボランティアさんに育てていただき６月下旬に花壇への花植えを行います。
花が育ち利用者の植えた花で花壇が彩られるのが今から楽しみです。

　４月～６月の誕生者をお祝いする誕生会ではボランティアによる余興が行われ、笑顔で盛り上がりました。４月は
白百合グループ、５月はふどうこども園の皆さんが来荘、歌や踊りなどの余興でお祝いし、６月も職員が心を込めて
お祝いしました。誕生日を迎えた皆さん本当におめでとうございます。いつまでも元気でお過ごしください。

花の種蒔き

施設の生活　～ある日の風景～　

敬愛荘 介護老人保健施設：病状が安定し、リハビリに重点をおいた介護が必要な方が対象の施設で
す。入所等の相談は気兼ねなく支援相談員までご連絡ください。施設紹介
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南昌病院
敬愛荘 ケアセンター南昌

こずかた診療所
博愛荘

こずかた保育園

盛岡迎賓館

矢巾
スマート
インター

◆日大アメフト部の監督、レスリングの
伊調選手、元財務官僚といえば最近
話題になり世間を騒がせました。それ

もこれも様々なハラスメント（人を困らせること、嫌がらせ）が問題に
なっています。代表的なのは、セクシャル・ハラスメント（セクハラ）、パ
ワー・ハラスメント（パワハラ）、モラル・ハラスメント（モラハラ）などで
すが、まだまだたくさんのハラスメントが。マタニティー、スモーク、アル
コール、シルバー、アカデミックなどは分かりますが、セカンド、エイジ、
ゼクシャル、パーソナル、テクノロジー、ドクター、ペット、エアー、カラオ
ケ、スメルなど何のハラスメントか分かり難いものも。ハラスメントをし
ているその人にその自覚がないこともあり対応に困ることもあります。
◆職場には様 な々ハラスメントが内在しています。ハラスメントは、職
員の心の健康、職場風土の悪化、本人とまわりの士気低下、能力発
揮ができず優秀な人材の流失など企業にとって大きなリスクとなりま
す。企業は、ハラスメント対策をしっかりと取り組んでいく必要があり
ます。医療従事者には、ハラスメントのみならず、医療法の改正によ
る勤務環境改善など幅広い対策を講ずるよう求められています。

編集後記

月～金 内　　科　三浦 秀悦

金 神経内科　米澤 久司／高橋 純子

月・火（午前） 内　　科　足澤 輝夫
木（午前） 内　　科　市川 　隆

南昌病院診療案内 診療時間／ 9：15～17：00

こずかた診療所診療案内

休診日：土曜・日曜・祝日

診療時間／ 9：00～17：30（火曜日19：00まで）

月 神 経 内 科　佐藤 典子
火 内　　　科　小原 　進

水 脳神経外科　山口 一彦
循環器内科　西城 精一

木 脳神経外科　齊木 　巖
金 外　　　科　菅野 千治

■南昌病院	 〒028-3621	紫波郡矢巾町広宮沢1-2-181	 TEL	019-697-5211　　FAX	019-697-5215
■介護老人保健施設	敬愛荘	 〒028-3621	紫波郡矢巾町広宮沢1-2-181	 TEL	019-697-3288　　FAX	019-697-0641
■小規模多機能型居宅介護事業所	恒和荘	 〒020-0805	盛岡市東新庄1丁目7-23	 TEL	019-681-4166　　FAX	019-604-1120
■グループホーム	若園荘	 〒020-0886	盛岡市若園町8-11	 TEL	019-601-5501　　FAX	019-604-1660
■ケアセンター南昌	 〒028-3614	紫波郡矢巾町又兵エ新田5-335	 TEL	019-698-2015　　FAX	019-611-2071
　◆こずかた診療所	 	 TEL	019-698-3033　　FAX　　　〃	
　　○訪問リハビリテーションこずかた	 〃	 TEL	019-611-1380　　FAX　　　〃
　◆介護老人保健施設	博愛荘	 〃	 TEL	019-698-2015　　FAX　　　〃	 ※
　◆博愛荘デイケアセンター	 〃	 TEL	019-697-1526　　FAX　　　〃
　◆デイサービスつむぎ	 〃	 TEL	019-698-2015　　FAX　　　〃	 ※
　◆訪問看護ステーションやはば	 〃	 TEL	019-698-1388　　FAX　　　〃
　◆ヘルパーステーションやはば	 〃	 TEL	019-698-1385　　FAX　　　〃
　◆訪問入浴介護やはば	 〃	 TEL	019-698-1385　　FAX　　　〃
　◆やはば指定居宅支援事業所	 〃	 TEL	019-697-0537　　FAX　　　〃
　◆ショートステイやはば	 〃	 TEL	019-698-2015　　FAX　　　〃	 ※
　◆グループホーム	敬寿荘	 〃	 TEL	019-697-9002　　FAX　　　〃
　　
　▲こずかた保育園	 〃	 TEL	019-698-3008　　FAX	019-611-0221
　▲矢巾町地域包括支援センター	 〃	 TEL	019-611-2855　　FAX	019-611-2937

●特別養護老人ホーム	志和荘	 〒028-3621	紫波郡矢巾町広宮沢1-100	 TEL	019-697-6355　　FAX	019-697-6356
●地域密着型介護老人福祉施設	悠和荘	 〒028-3621	紫波郡矢巾町広宮沢1-2-312	 TEL	019-698-1661　　FAX	019-698-1671
●敬愛会老人ディサービスセンター	 〒028-3621	紫波郡矢巾町広宮沢1-2-514	 TEL	019-697-5953　　FAX	019-697-7680
●指定居宅介護支援事業所	 〒028-3621	紫波郡矢巾町広宮沢1-2-312	 TEL	019-697-0880　　FAX	019-698-1671
●矢巾町地域包括支援センター
　　　　　　　　さわやかハウス相談室	 〒028-3615	紫波郡矢巾町南矢幅14-78	 TEL	019-697-5570　　FAX	019-697-5570

※ケアセンター南昌代表電話
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